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http://www.math.tohoku.ac.jp/info/sydney/index.html

先端的数学・物理学の 英才教育プロジェクト
　科学技術立国の一旦を担う、知の最高学府として理系基礎学問である「数学」およ
び「物理学」に特化して少人数の英才教育プロジェクトを実施。早期における数理に
突出した素養を引き出し、大学院における研究への橋渡しや学部の段階で高いレベル
の理数の専門教育によって優秀な大学院進学者を養成することが目的です。将来を担
う理工系の先端的研究者・技術者の育成を目指しています。意欲ある学生みなさんの
東北大学理学部への進学をお待ちしています。

理数学生応援プロジェクトの具体的内容

( 数学科学生の場合 )
資格 : 物理学系の科目に興味があり、1 セメスターで物理学 A, D を履修していること。

講義 : 通常の数学科の必修講義（解析学 A,B, 線形代数学 A,B) を受講と同時に理学部

物理系学科（物理学科，宇宙地球物理学科）の指定専門科目を 2 ～ 5 セメスターに

わたって 6 単位以上分を習得する。ここで習得した物理系学科専門科目は卒業単位に

繰り込まれる。
演習 : 2 セメスターから開講される本プロジェクト向けの演習を習得する。

後期指定科目 : 電磁気学 I （物理学科、宇宙地球物理学科共通専門科目）を履修するこ

と。この他に物理学 B（共通教育科目）も履修すること。
募集人数 : 学部定員の 8 パーセント未満。

希望者が多い場合には当初は参加を認めることがある。
　（次年度に向けて 理学部 各学科への希望者募集拡大を検討中）
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STUDENT 

本プログラムの特徴
　「数学」および「物理学」に特化して少人数の英才教育を行う。
　早期における数理に突出した素養を引き出し、学部初期の段階で高いレベルの数理
の専門教育によって優秀な大学院進学者を養成する。

○数学・物理学の専門的少人数の英才教育
○ＡＯ入試合格者に対して特別選抜講義コース試験のための課題を与える
○博士課程院生ティーチングアシスタントによる修学アドバイザー制度
○４年次に大学院修士課程科目を履修可能とし、大学院進学後には取得単位と認定
○成績優秀者を大学院に推薦
○東北大学グローバルリーダー養成プログラム (TGL) と連携 

あふれる知的好奇心を満たす

テーマに基づいた自分の考えをほかの誰かにわかりや
すく伝えることの難しさと楽しさを体験できました

4 年　長谷川 美佳さん
ＰＣやスマートフォンなどに用いる材料としての「夢の素材」と言
われているグラフェンの研究を行っています。Ｓｔｅｐ－ＱＩでは授
業のほか、サイエンス・インカレや学会への参加などを通じて、テー
マに基づいて自分の考えをまとめ、人前で発表するという機会に
恵まれました。大学の講義は受け身で臨みがちですが、Ｓｔｅｐ－
QＩでは、学んだことを自己発信し、多くの人と知見を共有する楽
しさがあると思います。

http://www.tohoku.ac.jp/japanese/
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東北大学工学部情報知能システム総合学科
プロジェクト名：Step-QI スクール
http://www.ecei.tohoku.ac.jp/stepQI/

自主性にあふれた次世代の科学者を育成
早期から学べる実践重視のプログラム

理数分野に高い関心や意欲のある学生を対象に、一流の研究者や技術者
の育成を目的としたプログラムです。早期からより専門的なテーマでの研
究を行うことで、企画力や実施力、解析能力を身に着け、広い見識と豊か
な国際性、社会性を育みます。また、ロボティクスコースやバイオイメー
ジングコースなど、通常では経験できない高度な研究を通じて、次世代を
見据えた科学技術の興味・関心を広げます。

　このプログラムは、1 年次「基盤コース」2 年次「展開コース」3 年次
及び 4 年次は「発展コース」というステップを経て 自らが発想し、研究
展開してゆくことを習得し、自主的な研究活動・実践的教育・学習意欲の
向上、および自己表現力の強化を図っています。

プログラムでは、自主研修、英語力の強化、プレゼン力向上を行い、自
己の研究を国際会議 などで発表する力と機会を手にすることができます。

主な内容
　1年次「基盤コース」　学科特別講義、特訓英語Ⅰ

　2年次「展開コース」　特訓英語Ⅱアドバンス創造工学Ⅰ、サイエンス・
インカレ、国内学会参加

　3年次「発展コース」　英語プレゼンテーション、アドバンス創造工学Ⅱ、
サイエンス・インカレ、国内学会参加

　4年次「発展コース」　英語プレゼンテーション、国内学会での発表、
国際学会への参加

展開コース・発展コースに進むにつれ、各研究室で行っている研
修テーマを選択し参加することができます。25 年度における実
施テーマ数は 16，参加学生数は 30名です。

また、これらの研修で得
た成果を国内学会や国際学
会で発表することができま
す。

参加者への補助等

2-4 年）サイエンス・インカレ参加の旅費支給
3年）学会（国内）への旅費支給
4年）学会（国内・海外）への（旅費支給）

プログラムへの参加費：無料

入試に関するお問い合わせ
東北大学入試センター
一般入試
TEL:022-795-4800
ＡＯ入試等
TEL:022-795-4802

プログラムへの参加条件
東北大学工学部情報知能システム総合学科の学生であること
定員：
1年次　基盤コース：定員制限なし
2年次　展開コース：定員 20名程度
3年次　発展コース：定員 20名程度
4年次　発展コース：定員 20名程度

STUDENT VOICE

主な成果等
サイエンス・インカレに 2年次学生では 2テーマ 3名が参加し，「アドバンス
創造工学」の成果を発表しました。
サイエンス・インカレに 3年次学生では 4テーマ 5名が参加し，アドバンス
創造工学の成果を発表し，
「鏡像を用いた視覚情報と体性感覚に関する検討」（ 3 年）
　　　　　＊「科学技術振興機構理事長賞」受賞
「災害時における多重メッセージフェリーの検討実験」（3年）
　　　　　＊「朝日新聞社 JSEC賞」受賞

　他に、平成 24年度では国内学会で 17件の発表があり，うち３年次学生１
名が「言語処理学会年次大会優秀賞」を受賞

　さらに国内外への学会参加を強く奨励した結果、平成 24年度における国外
学会への参加者は計 13名（のべ 20件），国内学会への参加者は計 15名（発
表者は除く）であった．
25年度では国内学会発表 2件，国外学会参加 4件となっています。

参加学生の進路：全員大学院へ進学
　連絡先
「Step-QI スクール」事務局　step-qi@ecei.tohoku.ac.jp

参加学生からのメッセージ




